
令和6年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題

専問科

注

1 試験開始の合図まで,この問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

事項

2 問題冊子の枚数は表紙,草稿用紙を含めて10枚です。

目

3 問題冊子とは別に解答用紙が6枚あります。解答は用紙の裏面にまわってはいけません。

( 3

4 問題は3問あります。全問解答してください。

情報・知能工学)

5 試験開始の合図の後すぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入してください。

6 解答は必ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。

7 落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれぱ,ただちに申し出てください。

8 問題冊子の余白は草稿用として使用しても構いません。

9 試験終了時刻まで退出してはいけません。

10 問題冊子は持ち帰ってください。

意



(草稿用紙)



[ 1 ] 実数tおよび実行列A に対する指数関数exp(t)および exp(円を次式で定義

する。

t2 t3 A2 A3

exp(t)= 1 + t + 7十一i・+ー・, exp (A)= 1+ A +7 十一+

1 =単位行列, A2 = AA, A3 = AAA,...とする。このとき

t2 t3

exp(tA)= 1+ M +7A'十二,A3 +

,

Dπ=

が成り立つ。

できるとき

が成り立つ。

する。

(D

,

,

exp(A)= exp(UDU-1)= u exp(D) U-'

以下の各問いに答えよ。ただし,行列の要素はすべて実数と

また

対角行列D こ対し

これらの指数関数を用いて
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ただし初期条件はχ,(0)= 1,χ2(の= 3 とする。

ア いま2つのべク

ここで

町②*()●焔●辻一。

dx.(t)
^= 3χ,(t)+χ.(t)^

dχ2(t)
^=χ,(t)+ 3χ2(t)

上記の連立 1 次微分方程式は,ある 2×2行列A を用いてえ(t)=AX(t)と書け

る。この行列A を示せ。

の行列A の 2 つの固有値入.,λ.(λ,之入分とそれらに対応する固有べクト

ルを求めよ。ただし,固有べクトルは単位べクトルとし,第1要素が正

となるように符号を決めること 0

行列A を対角化,つまり D = U-.AU =

, 次の連立1次微分方程式を解くととを若える

イ

と対角化

ウ

コニ '轍"松●"心①・C )*町叫ル①一局M。配ぼ①

四・ C1器ト(}) y. の微分方程式の解を求こ, 0

を示せ。

は初期条件であり

めよ 0

対し

0

レを
,

と対角

するための行列υを二

てイテある行列υを用

と定義すると
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[ 2 }ノード群が木状に連結されている構造を表したものをツリーと呼ぶ。図 1

にツリーの例を示す。図 1 では,円がノードであり,ノードの連結を矢印で

表している。この矢印は親子関係を表し,矢印が指してぃる先を子ノードと

呼び,矢印の元を親ノードと呼ぶ。

リスト 1 は,図 1 で表現されたツリーを扱うプログラムである。りスト 1

の4行目から9行目にノードを表す構造体を定義し,りスト1のⅡ行目に

その構造体の配列を用意してある。りスト 1 の 18 行目から 23 行目のように

配列に初期化処理を行い,りスト 1 の 25 行目から 51 行目においてツリ

の作成を行っている。ノードを表す構造体の工D はグラフの円内の数字,

Parent_1D は親ノードの ID, child lD口は子ノードの ID の配列を表し,

number_0十 Children が子ノードの数を表す。

ツリーを処理するプログラムにっいて以下の各問いに答えよ。
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(1)りスト 1 の
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0

Ⅱ行目で宣言した構造体の配列が図1に表したツリ

■内のE^から[11^にぎてはまる数字を答えよ

矢印の元

8

図1 ツリーの例

矢印の先
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BBI:#include

OB 2:#d e十in e

Be3:/*ノ

eB4:struct

intB05:

合06: int

B07: int

intBB 8

B合9:}」
B1合:/*ノ

B11:struct

<Stdio.h>

MAX NODE NUM 20

ドを表す構造体定義*/

node {
ID J

Parent lDJ

Child_1D[MAX_NODE_NUM]」
number 0千 Ch立ldren;

ドデータ変数
node node

.1 D

.parent lD

5」

日12:

013:

8」

合 14:

B15:int

合16:{
合17:

B18:

日 19:

臼2B:

合21:

B 22:

合23:

臼24:

B 25:

合,26:

027:

合 28:

合29: node

合3日: node

臼31:

θ32:

合33:

B34:

日35:

合36:

B37:

B38:

039:

臼4合:

θ41:

二1二.

main(int ar8C,

/*初期化処理*/

A

B

*/

]ist[MAX NODE_NUM]」

Bj i く MAX_NODE_NUMj i++){
node_1ist[i].1D

node_1ist[i].parent_1D ^

node_1ist[i].number 0千 Children

/*構造初期化*ノ

node_1ist[B].1D 1」

node_1ist[B].child ID[匂 2;^

node_1ist[e].number 0千 Children

Char **ar目V)
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Iist[1].1D 2」

Iist[1].parent ID

n o d e_1i s t [ 2 ]

node_1ist[2]

node_1ist[2]

1」

区亙ヨ」

リスト1

node list[3]

n o d e_1i s t [ 3 ]

node_1ist[3]

node_1ist[3]

node_1ist[3]

.1D

.child

.number

B42: node_1ist[4]

e43: node list[4]

n o d e_1i s t [ 5 ]

node_1ist[5]

node_1ist[5]

node_1ist[5]

B44:

B45:

e46:

e47:

B48:

B49:

05合:

B51:

合52:

e53:

臼」

4」

ID[e] 5」

0千 Children

.1 D 5;

.parent lD

区1王ヨ;.child_1D[B]

.chi]d_1D[ユ] 8」

.numbep 0千 Children

区三五ヨ」

1」

ID 6;^

Parent ID

node_1ist[6]

node_1ist[6]

.

054:

e55:}

.1 D 8」

.parent lD 5」

.child lD[e] フ」

.number 0十 Children

E1三ヨ;

C

r0千
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(2)りスト 2 はりスト 1 の 12

目[1^にて呼び出される
トノード(親がいないノ

らオの各問いに答えよ

eBI:int search_node_index(int lD)
BB2:{

intB合 3

千or日 04: BJ MAX NODE NUMj i++){1 <

i千 (node_1ist臼日 5 [i].1D ID){
BB 6 return i;
B合 7

合合8:}
合合 9 return -1」

θIB:}

日11:int search_root_王D(struct node node)
e12:{

int indexjθ13

Struct node current nodejB14

B15 Current node nodej

While (1){B16

i十(current_node.parent_1D く合){e 17

B 18 return current node.1D;
B19

index合20 Search_node_index(current_node.parent lD)」^

i千(index く合){/*条件分岐*ノ合 21

日 22 return indexj
B 23

ア.りスト 1 の 53 行目[1三li^において
を答えよ 0

Search_node_index(5);

行目[1^で定義 される

リスト2ではあるノ,

ド)を探索する関数が

0

0

イ.りスト 2 の 21行から 23 行目の条件分岐及び処理の説明として最も適切で

ないものを以下の①から③より選べ。

D

①負の indeX ではその後のプログラムが正しく動作しない可能性が高いため

関数 Search root lD を終了する 0

② Search_node_indeX の引数に配冽Nこ存在しないノード 1D を渡した場合に

条件分岐し,りスト 2 の 22 行目の処理が行われる 0

③目的の indeX を発見したので,値を戻し関数 Search root lD を終了する

リスト2

またりスト1の

ドが属するツリ

定義される。以下

0

次の関数実行を行ったときの戻り値
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ウ.りスト

から④よ

2 の 24 行目[1^に入れる記述として適切なものを
り選べ。

index++;

Current

C u r pe nt

Current

node

node

node

:]ニ リスト 1 の 53 行目[1^にて,以下の関数実行を行ったときの戻り値を
答えよ。

Search_root_1D( node list[search node index(1)]);

node_1ist[index]」

node_1ist[index++];

node_1ist[search node index(current node.1D)];

オ.りスト1の53行目[1^にて,以下の関数実行を行ったときの戻り値を
答えよ。

Search_root_1D( node_1ist[search node index(8)]);
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(3)りスト 3 はりスト 1 の玲行目[1^に,りスト 2
スト3では,あるノードのサブツリーの探索を行う

ツリーとは,あるノードをノレートノードとするツリ

Bel:int re5Ult number 0千 nodes 合;

BB2:int result_node_1D_]ist[MAX_NODE NUM]」
合日3:void search_a11_nodes(struct node node)
B04:{
B05:

Be6:

B合7:

BB8:

B09:

BIB:

臼 11:

θ 12:

B13:

B14:

臼15:

e 16:

B17:

B18:

019:

合2B:

B 21:}

0

int lD;

int indexj

result_node_1D list[result number 0千_nodes]
result number 0千 nodes++」
i千(node.number 0千 Children の{

Print千("A:%d ", node.1D)」
returnj

十or、( i 0; i く node.number_0千 Children; i++){
node.child_1D[i]ID

in d ex Search_node_index(1D)」
Print千("B:%d ",1D)

S e a r c h_a 11_n o d e s ( n o d e l is t [ in d e x ])」

returnj

以下の①から④より選べ。

に続いて定義さ

関数が定義され

のことである 0

の結果を保持す

,
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ⅡSt[田の値を答えよID 0

ア.りスト1の53行目[1^にて,以下の関数実行が行われた場合において
以下の各問いに答えよ

れる。リ

るサブ0

リスト3

るために関数

result

Search

(a)関数実行が行われた場合の画面の表示を

node.1D;

number、 0十

a 11_n od e s (

リスト3

0

の宣言があ目に

nodes

node

0(b)関数実行終了後の門Sult の値を答えよnumber 0千 nodes

合」

I is t [ s e a r c h

(C)関数実行終了後の result node

node_index(2)])」

■
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イ リスト 1 の 53 行目[11亙1ヨにて,以下の関数実行が行われた場合において
以下の各問いに答えよ

result

S e a r c h

(a)関数実行が行われた場合の画面の表示を

number 0千

a]]_nodes(

0

B :2

B :5

A :4

B :5

0

nodes

node

A :1

B :6

B :5

B :6

(b)関数実行終了後の result number 0十 nodeS の値を答えよ

θ」

Iist[search

B :フ

A :5

A :6

(C)関数実行終了後の result_node_1D_1ist [2]の値と

result_node_1D_1ist[刃の値をそれぞれ,解答欄( i ),(廿)に記入せよ。

B :8

B :6

B :8

A :8

A :6

B :フ

node_index(4)])」

B :フ

A :フ
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, 以下の①から④より選べ。

A :フ B:8 A:8

,

①
②
③
④



[ 3 ]以下の問いに答えよ。ただし,解答では,論理積には「・」,論理和には「十」,

変数妊の否定には「A」を用い,真理値表,および,カルノー図では真の値は

1,偽の値は0,ドントケアは X を用いて答えよ。最小積和形とは,複数個の

論理積項が論理和で結ぱれている論理式において,論理積と論理和の総数が

最小になる形式である。 ANDゲート, ORゲート, NANDゲートはそれぞれ下

図のように表現される。

a)論理関数γ(A,B,の=河・(B +の+吾・C にっいて,以下の問いに答えよ。

ア.解答用紙の真理値表を埋めよ。

イ.論理関数γを最小積和形で表せ。

ウ.論理関数yを2入力NANDゲートのみで実現することを考える。イで求め0

た最小積和形の論理式を否定と論理積のみの式に書き換えよ。また、解答

欄の回路図を完成させよ

0・ D・ t>・
(2入力)ANDゲート

(2)ι0からι6の 7 つの LEDを並べてサイコロの各面を作成する。サイコロは「1」

から「6」の状態をとり, C2CIC0の 3bitで表されるものとする。「1」から「6」

の各状態はそれぞれ順に000,001,OH,010,110,100で表されるものとする。

サイコロを表すLEDは各状態において下図のように光るものとする。なお,

LEDは点灯状態(●)を 1とし,消灯状態( 0 )を 0とする。

(2入力)ORゲート
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(2入力)NANDゲート

0

ア.解答用紙の真理値表を埋めよ。

イ、 C2, CI, C0を入力とし,各 LED (ι0からι6)の状態を出力とする最小積和

形の論理式を,カルノー図を用いて求めよ。なお,解答欄にはカルノー図

も示すこと 0

ウ.イで求めた最小積和形の論理式を実現することを考える。解答欄の回路

図にANDゲートおよびORゲートを用いた回路を追加し、各LED(ι。からι6)

の組合せ回路を完成させよ。なお,3入カゲート素子を用いてもよい。
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